




















































































































































































































































































（Inquiring Situation）「 評 価 的 情 況 」
（Appreciative Situation）「決定的情況」（Settled 
Situation）である。
　「疑問的情況」では、子どもの素朴な「不思議」
「疑問」「好奇心」「思いつき」などに重点が置
かれる「教授ｰ学習過程」の位相である。「探究
的情況」では、子どもの「ひらめき」「体験的
活動」「試行錯誤」などの「調べる」「試す」な
どに重点が置かれる。「評価的情況」では、「推論」
「実験」「関係づけ」「発見と感動」などから取
り組む「確かめる」ことに重点が置かれる。そ
して、「決定的情況」では、体感されたさまざ
まが体制化されて得られたり、身についたりす
る「生活体験」「知恵」「自信」に重点が置かれる。
　これらの四つの位相は、さらに水準を高めて、
新たな「疑問的情況」を生みだし、この結果と
して「教授ｰ学習過程」の質を向上させていく
ことになる。このようなところにも、園生活の
基盤がある。
（３）知性化・協同化・情動化
　四つの位相は、そのままにして、次の位相に
変換されていくものではない。変換には、指導
者（保育者）のきめ細やかで、巧妙なストラテ
ジーが駆使されることになる。必ずしも可視化
される概念要素ではないが、「知性化」「協同化」
「情動化」が、「教授－学習過程」の媒介要因と
して組み込まれて、滑らかな位相転換がなされ
ていく。
　「知性化」は、例えば、「分からないことが分
かりかけて、分かっていく」ことの過程である。
この過程において、「分かる」「学ぶ」ことの「喜
び」「楽しさ」「おもしろさ」などが実感されて
いく。「知性化」を無理なく進めていく営為が、
「情動化」と「協同化」である。「情動化」は「動
機づけ」とも関連する「学習心」である。「協
同化」は、友との学びの「ウエビング」（Webbing）
である。これらの三つの媒介要因がかみ合いな
がら位相のゆるやかな変換が行われる。
Ⅴ．カリキュラム構成モデル３：幼児
期にふさわしい生活の展開
　カリキュラムは、教育・保育の実践の基盤で
あり、園生活に少なからず顕在的にも潜在的に
も、そして、良くも悪くも反映される。子ども
たちの「確かな育ち」につながるとする方向を
想定するカリキュラム構成の面からは、「幼児
期にふさわしい」あるいは「幼児にふさわしい」
の視座は基本とされ、「幼稚園教育要領」や「保
育所保育指針」にも下地とされている。ここで
は、教育・保育の実践を基礎づける「幼児期に
ふさわしい生活の展開」に組み込まれる諸概念
を把握することとする。8）9）10）11）
（１） 「人とかかわる生活」と「環境とかかわる
生活」のマトリックス
　「幼児期にふさわしい生活」と「幼児にふさ
わしい生活」の二つが受け止められる。「幼児
期に」は、「生涯発達から」の観点であり、「幼
児に」は、「幼児一人ひとりから」の観点から、
「ふさわしい生活」に重点が置かれる。それぞ
れは、一体的な園生活のモデルであると受け止
められる。
　このモデルにおいては、二つの軸が想定され
る。一つは「人とかかわる生活」であり、二つ
は「環境とかかわる生活」である。「幼稚園教
育要領」（平成元年、10年、20年告示）では、「幼
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児の主体的な活動が確保されるよう、（中略）、
計画的に環境を構成しなければならない。この
場合において、教師は、幼児と人やものとのか
かわりが重要であることを踏まえ、物的・空間
的環境を構成しなければならない。」とあるこ
とに基づいて、二つの基本軸が構成されている。
それぞれの軸では、おおむね八つの段階が想定
されて、二つの軸からなる関数域として、カリ
キュラムが構築される。
　「人とかかわる生活」では、次の八つとなっ
ている。①自分なりの生活をすることにより、
安心して過ごせるようになる。②保育者との関
係に親しみ、まわりの友だちに関心を示す。③
友だちの遊びに関心をもち、自分でもやってみ
ようとする。④友だちの遊びに興味をもって、
かかわって遊んでみようとする。⑤友だちとい
ることの安定した気持ちをもって、遊びを進め
ていこうとする。⑥友だちや保育者との互いの
気持ち思いを伝え合って、遊びを楽しむ。⑦自
分を十分に発揮し、友だちの思いを受け入れな
がら、遊びをさまざまに進めていく。⑧互いの
持ち味を認め合いながら、自分たちの生活を創
っていく。
　「環境とかかわる生活」では、次の八つとな
っている。①自分なりに安定できる環境に出会
う。②自分の好きになれそうな環境にふれてい
く。③思い思いに環境を見つけて遊んでいく。
④遊びの中で、見立ててつもりになって遊ぶ。
⑤まわりの環境の変化に気づき、好奇心をもっ
て自分なりの表現をしていく。⑥まわりの環境
や不思議さを分かろうとして、環境にかかわっ
ていく。⑦さまざまな環境を分かりながら、遊
びや生活をすることに喜びや自信をもってい
く。⑧園や地域の環境に愛着をもちながら、自
分たちの生活を創る。
（２）生活展開位相のグラデーション
　二つの軸から織りなす園生活は、ゆるやかに
展開されていく。直線的ではなく、子ども一人
ひとり、あるいはクラスの子どもたちの現実の
中で、揺れ動きながら、蛇行しながらも、主体
的に生活を展開することができる方向で、カリ
キュラムが構成される。園における主体的な生
活の展開に至るまでには、おおむね六つの生活
相が想定される。「受け身的・自己中心的生活相」
「安定した生活相」「自発的生活相」「意欲的生
活相」「自主的生活相」「主体的生活相」である。
それぞれの生活相の概念は、次のように把握さ
れる。
○ 受け身的・自己中心的生活相：馴染みのない
環境に保育者に誘われながらかかわってみた
り、傍観したりするなどの自分なりの生活
○ 安定した生活相：自分なりに思いをもってま
わりに関心を寄せる生活
○ 自発的生活相：思い思いに遊んだり、自分で
遊びを見つけたりする生活
○ 意欲的生活相：好きな遊びを見つけて遊んだ
り、不思議に気づきながら、まわりの環境に
かかわってみようとする生活
○ 自主的生活相：いろいろなことに自分や友だ
ちを誘いながら取り組んだり、遊んだりして
進める生活
○ 主体的生活相：めあてをもって遊んだり、必
要感をもってまわりの環境にかかわったりし
て創る自分たちの生活
（３） 「一人だち（自分づくり）」と「互い育ち」
のマトリックス
　「ふさわしい生活」を「人間関係構築」の面
から受け止めるカリキュラム構築は、さまざま
に試みられている。開発されたカリキュラム・
モデルでは、おおむね「一人だち（自分づくり）」
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と「互い育ち」の基本軸から構成されるマトリ
ックスの関数域に、子どもの育ちがプロットさ
れる。次のような軸の概念として把握される。
○ 一人だち（自分づくり）：子ども一人ひとりが、
自己課題をもって生活し、充実感や満足感を
味わえるように、子どもにとってふさわしい
生活を創り、子ども自身にさまざまな感情や
価値をもった自分が育ち、自分をコーディネ
ートできる自分が育つことへの方向軸
　この軸では、それぞれの園によって、その育
ちゆく姿の把握は異なるが、開発園における資
料によれば、次のような概念が提示されている。
Ａ幼稚園：「幼稚園生活に親しみ安定する」→「生
活の仕方やきまりがわかる」→「共に生活する
楽しさを知る」
Ｂ幼稚園：「自己発揮」→「他児理解」→「仲
間意識」
Ｃ幼稚園：「幼稚園生活に親しみ安定する」→「生
活の仕方やきまりがわかる」→「共に生活する
楽しさを知る」→「自己の力を十分に発揮する」
→「目的をもって友だちといっしょに遊ぶ」
○ 互い育ち：子ども一人ひとりが、かかわりを
もった中で生きていくためには、まわりの子
どもの存在を認め、互いに気持ちや能力、そ
して持ち味をつなぎ合わせながら、認め合い、
支え合い、思いやりの醸し出されるあたたか
い関係が育つことへの方向軸
　なお、「互い育ち」のこの軸では、それぞれ
の園によって、その育ちゆく姿の把握は異なる
が、開発園における資料によれば、次のような
概念が提示されている。
Ａ幼稚園：「かかわり合う」→「伝え合う」→「育
ち合う」
Ｂ幼稚園：Ａ幼稚園と同じ
Ｃ幼稚園：「刺激を受け合う」→「互いに認め
合う」→「心が通い合う」
（４）「ふさわしい生活」の素描と構成要因
　「ふさわしい生活」の姿を包括的にとらえる
と、次のような五つの側面から生活の構成要因
を把握することができる。それぞれの構成要因
は、子どもの生活展開において一体的なものと
して組み込まれている。
○ ともに歩む生活：「群れる生活」「他者の存在
に気づく生活」「持ち味やよさを認め合う生
活」「共感したり寄り添う生活」
○ 考えて歩む生活：「必要感から生み出される
生活」「気持ちよく生活するために必要な習
慣や態度を身につける生活」「問題解決的な
生活」
○ 自分づくりの生活：「さまざまな感情を体感
する生活」「さまざまな価値を体感する生活」
「自らが創る生活」「自分らしさを醸し出す生
活」「自分を調整する生活」
○ 安定感をもって歩む生活：「夢中になる生活」
「応答的な環境にふれる生活」「自発的・意欲
的な生活」「充足感・手応え感・有能感のあ
る生活」「探究的・知性的な生活」「冒険する
心をもった生活」「創造の喜びをもつ生活」「有
用感のある生活」「居場所のある生活」
○ 地域の環境にふれて歩む生活：「地域の素晴
らしさにふれる生活」「地域の生活にふれる
生活」
Ⅵ．カリキュラム構成モデル４：コミ
ュニケーションの生成を基盤にし
た互い生活の展開
　かつてＫ．Ｈ．リードは、幼稚園は、子ども
たちが人間関係を学ぶ生活の場であると位置づ
けた。幼児にとっては、遊びながら学習し、大
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人の指導の下にほかの子どもたちと経験をとも
にしながら学習していくところである。大人に
とっては、指導内容を観察したり参加したりし
ながら、人の行動や人間関係をもっと深く学ぶ
ところである。この視点を基盤にして、幼稚園
の人間関係構築の生活が展開される。人間関係
の構築には「人とかかわる」「人間関係力」が
基本の条件になる。これは、「コミュニケーシ
ョン力」であると受け止めることができる。「コ
ミュニケーション力」は、「わたし」と「あなた」
との間をつなぐ基本でもある。「Ⅴ．カリキュ
ラム構成モデル３：幼児期にふさわしい生活の
展開」における概念把握と重なるが、「コミュ
ニケーション生成」の観点から、「ふさわしい
生活」を把握することとする。12）13）14）15）16）
（１）関係性の生成
　園生活において、友だちと「一緒に」の言い
回しが多用されるが、「一緒に」には関係性の
曖昧性がある。「わたし」と「あなた」との関
係性の広がりや深まりは、関係性の質の点から
は、「共存関係」→「共生関係」→「共創関係」
の関係構築過程として評価されていく。それぞ
れの概念は、次のように把握される。
○ 共存関係：「わたし」と「あなた」が互いに
その存在を感じとる間柄ではあるが、互いに
深く入り込まない、「不可侵」の関係
○ 共生関係：「共存」を基盤にして、互いの価値・
文化を理解し合う関係に発展する間柄
○ 共創関係：互いに生活を創り合っていく間柄
（２）コミュニケーションの生成
　「関係性の構築過程」を「コミュニケーショ
ン生成」の観点から受け止めると、「インタラ
クション」→「コオーディネイション」→「ト
ゥランザクション」の生成過程として評価され
る。「インタラクション」でもって、包括的に
把握することもできるが、コミュニケーション
生成の概念に曖昧性を残すことになる。それぞ
れの概念は、次のように把握される。
○ インタラクション（interaction）：言葉を交
わし合う、意志を伝え合う関係
○ コオーディネイション（coordination）：気持
ちを通じ合い、共感し合う関係
○ トゥランザクション（transaction）：影響し
合い、変わり合い、育ち合っていく関係
このような「コミュニケーション生成」の関係
構築過程は絆づくりを方向づけたカリキュラム
でもある。
Ⅶ．おわりに
　本稿では、開発したカリキュラム・モデルの
構造枠に組み込まれているアーティキュレイシ
ョン・ファクターの概念を、明確にし、とりま
とめることができた。今後の理論化される実践
的カリキュラム・モデルの構築における鍵概念
を提示することができた。
　しかし、カリキュラム構築においては、さま
ざまなテクニカル・タームが使われる。その多
くが、必ずしもその概念を明確には整理しない
ままに、それぞれの園ではカリキュラム（教育
課程・保育課程ならびに指導計画）が編成・作
成されている。次のようなテクニカル・ターム
の概念のゆるやかに体系化される整理と把握が
求められる。
○「活動」と「体験」と「経験」
○「ねらい」と「内容」と「活動」
○「指導」と「援助」と「支援」
○「養護」と「教育」と「保育」
研　　究　　紀　　要
－ 90 －
○「自由な」と「好きな」と「思い思いの」
　これらのテクニカル・タームの整理は、「幼
稚園教育要領」「保育所保育指針」に基づく公
的な概念でもあり、軽々には個人的解釈でもっ
て、その基本概念をゆがめることは控えなけれ
ばならない。しかし、「幼稚園教育要領」「保育
所保育指針」において必ずしも理論化され、概
念使用が統一化されているとは言えないところ
がある。それぞれの『解説書』において、概念
がゆがめられていることも否めない。これらの
概念の理論的把握については、公的資料の吟味
に基づいて検討すべき今後の課題とする。
＜註＞
１） 田中が、フィールドワークを通して開発してきたカ
リキュラム・モデルにおいて、公的な概念をふまえ
るとともに、モデルに固有な概念を積極的に用い、
モデルに組み込み、カリキュラムの理論的構造化を
試みた。オリジナルな概念について、これまでは、
断片的にそれぞれの論稿において説明・定義を行っ
ている。本稿では、それぞれのカリキュラム・モデ
ルの間に通底する概念把握を試みるべく、アーティ
キュレイション・ファクターとして、モデル構築の
結節概念をとりまとめることにした。
２） ここで例示している開発モデルの理論的構造化にか
かわる検討については、引用・参考文献に示す論稿
において公表している。本稿の「Ⅲ」「Ⅳ」「Ⅴ」「Ⅵ」
の部分において示す引用・参考文献に基づくもので
ある。
３） 「健性」の言葉は、一般的には用いられることはない。
田中の造語である。しかし、育ちのアカウンタビリ
ティの点から把握するとすると、「健康」ではその
概念が具体化されにくいところがある。なお、「健
性」については、公的な研究会における企画をはじ
め、学術ジャーナルにおいて、概念を提案している
ところである。
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